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今
年
の
桜
は
例
年
に
比
べ
開
花
が
遅
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
蔭
で
入
学
式
の
頃
に
満
開
を
迎
え
、
境
内
で
も
桜
に

ぴ
か
ぴ
か
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
新
一
年
生
と
い
う
光
景
を
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
天
神
様
の
花
と
い
え
ば
「
東
風
吹
か
ば
…
」に
代
表
さ
れ
る
梅
で
あ
り
ま
す
が
、「
松
崎
天
神
縁
起
絵

巻
」紅
梅
殿
別
離
の
場
面
に
は
梅
と
共
に
「
桜
」が
描
か
れ
て
お
り
、
道
真
公
は

「
桜さ

く
ら

花ば
な

主ぬ
し

を
忘
れ
ぬ
も
の
な
ら
ば
吹
き
込
む
風
に
言こ

と

伝づ

て
は
せ
よ
」

と
梅
と
同
様
に
桜
に
も
ご
自
分
の
胸
の
内
を
託
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

防
府
天
満
宮
の
境
内
に
は
約
四
百
五
十
本
も
の
桜
が
あ
り
、
そ
の
桜
た
ち
が
道
真
公
を
偲
び
つ
つ
多
く
の
参

拝
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
春
爛
漫
の
下
、
今
年
よ
り
「
合
格
お
め
で
と
う
」の
意
味
も
込
め

「
さ
く
ら
咲
ま
つ
り
」を
開
催
し
、
境
内
は
お
礼
参
り
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊　
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＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　
「
道
真
公
は
四
季
を
問
わ
ず
花
鳥
風
月
を
愛
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」と
御
神
忌
千
百
年
大
祭
の
総
会

で
、
奉
賛
会
顧
問
を
お
務
め
頂
い
た
荻
原
益
三
様
（
故
人
）に
講
話
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　
「
・
・
・
道
真
公
の
新
古
今
和
歌
集
に
は
、
山
、
日
、
月
、
雲
、
霧
、
雪
、
松
、
野
、
梅
、
鵲

か
さ
さ
ぎ、
波
な
ど
の
題

が
の
ぼ
り
、
道
真
公
は
高
位
の
人
で
あ
り
な
が
ら
、
常
に
自
然
観
察
を
通
じ
て
も
の
ご
と
の
真
理
や
本
質
を
追

い
求
め
、
そ
の
表
現
と
し
て
詩
や
和
歌
に
見
事
に
結
実
さ
せ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
政
治
家
で
あ
り
学
者
で
あ

り
か
つ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
こ
に
並
々
な
ら
ぬ
教
育
者
と
し
て
の
人
物
像
が
浮
か
び
上
が
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
今
日
の
よ
う
に
小
学
校
や
中
学
校
の
先
生
が
、
生
徒
に
対
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
教
え
る

だ
け
の
平
面
的
且
つ
一
律
的
な
教
育
と
比
べ
ま
す
と
、
哲
学
的
に
も
手
法
的
に
も
大
き
な
違
い
を
感
じ
る
わ
け

で
す
。
昔
私
た
ち
が
子
供
の
頃
体
験
し
た
“
自
然
と
遊
び
な
が
ら
学
ぶ
”
中
に
あ
る
原
理
原
則
を
忘
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
『
真
に
求
め
ら
れ
る
教
育
と
は
何
か
？
』私
は

今
日
、
改
め
て
そ
の
こ
と
を
道
真
公
に
尋
ね
て
み
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。・
・
・
」と
。

　

御
講
演
頂
い
た
頃
と
は
時
代
背
景
は
少
々
違
い
ま
す
が
、
今
教
育
現
場
で
は
「
多
様
性
」と
い
う
言
葉
が
闊
歩

し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
全
て
の
「
正
解
」を
求
め
る
子
供
た
ち
の
姿
に
危
う
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
次
の
大
祭
ま
で

あ
と
三
年
と
迫
り
、
千
百
年
大
祭
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
私
も
改
め
て
「
真
に
求
め
ら
れ
る
教
育
と
は
何
か
？
」

道
真
公
に
尋
ね
て
み
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

千
百
年
大
祭
を
振
り
返
り
な
が
ら
…

宮
司
　
鈴 

木 

宏 

明 



　

去
る
、
五
月
一
日
、
第
二
十
三
回
崇
敬
会
大
祭
を
斎
行
し

ま
し
た
。
福
田
百
合
子
会
長
以
下
三
十
二
名
の
参
加
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
お
顔
を
拝
見
で
き
大
神
様
も
さ
ぞ
ご

安
心
の
事
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

祭
典
後
の
総
会
で
は
、
光
市
千
坊
台
在
住
の
甲
斐
宏
樹

様
、
昭
惠
様
ご
夫
妻
に
二
十
回
参
加
、
ま
た
防
府
市
新
田
の

山
陽
建
設
工
業
㈱
代
表
取
締
役
会
長
塩
田
津
多
子
様
に
十
回

参
加
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
陰
を
持
ち
ま
し
て
、
当
崇
敬
会
も
会
員
数
一
、
八
〇

六
名
、
家
族
数
六
四
六
家
族
（
令
和
六
年
五
月
現
在
）を
数

え
る
会
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
日
々
、

天
満
宮
を
支
え
て
下
さ
る
崇
敬
者
の
皆
様
の
お
陰
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
後
宮
司
よ
り
昨
年
の
十
月
十
四
日
、
崇
敬
会
東
京

支
部
第
二
回
総
会
が
無
事
開
催
さ
れ
た
旨
の
報
告
や
、
令

和
九
年
の
御
神
忌
一
一
二
五
年
式
年
大
祭
に
向
け
、
賽
銭

箱
を
新
調
す
る
事
や
、
防
府
の
特
産
で
あ
る
「
天
神
鱧
」を

使
用
し
た
名
物
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

直
会
で
は
参
加
者
の
近
況
報
告
を
し
な
が
ら
交
流
し
会

員
相
互
の
親
睦
を
深
め
つ
つ
大
祭
を
無
事
に
終
え
ま
し
た
。

「
第
二
十
三
回
崇
敬
会
大
祭
」

崇
敬
会
入
会
を
ご
希
望
の
方
は
、

同
封
の
入
会
案
内
を
御
覧
の
上
、

お
申
し
込
み
頂
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ
と
お
願
い

特
別
法
人
会
員

山
口
三
菱
自
動
車
販
売
㈱

	

防
府
市
高
倉

特
別
会
員

宮
本
智
美	

広
島
県
廿
日
市
市

伊
藤
龍
義	

防
府
市
高
倉

寺
西
修
二	

防
府
市
八
王
子

髙
橋
良
祐	

神
奈
川
県
相
模
原
市

家
族
会
員

大
村
英
雄	

防
府
市
西
浦

芥
川
継
治	

防
府
市
江
泊

吉
山
隆
二	

熊
毛
郡
田
布
施
町

今
田
悦
子	

周
南
市
須
万

若
林
正
剛	

東
京
都
港
区

岡
部　

功	

山
口
市
桜
畠

菅
原
史
曜	

防
府
市
天
神

笹
木
恵
洋	

周
南
市
桜
木

高
橋
淳
一	

防
府
市
高
井

石
森
和
麿	

茨
城
県
土
浦
市

松
村
昌
代	

山
口
市
仁
保

個
人
会
員

松
代　

崇	

防
府
市
八
王
子

下
野
行
雄	

防
府
市
牟
礼
今
宿

石
本
巳
智
江	

防
府
市
千
日

時
重
絵
美	

周
南
市
徳
山

金
重
真
由
美	

山
口
市
小
郡

令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
以
降
入
会
の
方
々
で
す
。（
順
不
同
敬
称
略
）

新
規
会
員
紹
介

崇
敬
会
だ
よ
り

崇
敬
会
だ
よ
り▲祭典後、参列者と楼門前にて

▲福田百合子会長挨拶

　

当
会
は
、
来
る
令
和
九
年
の
御
神
忌
一
一
二
五
年
式
年

大
祭
を
迎
え
る
ま
で
に
一
、
〇
〇
〇
家
族
を
目
標
に
掲
げ

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
ご
近
所
や
お
知
り
合
い
に
広
く
お
声
掛
け
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

▲こちらからもお申し込み
　頂けます。

3 さかたり　113号



▲毛利元敦総裁は「25年に一度の大祭を成功裡に終
え、防府市が更に発展することを願っている」と述べ
られました。

◆
総
務
部
会	

脇
正
典
部
会
長

奉
賛
会
運
営
に
関
す
る
必
要
書
類
の
作
成
が
完
了
し
た
旨
報
告
。

続
い
て
記
念
誌
作
成
で
は
「
大
祭
記
録
」の
部
と
「
新
・
防
府
天
満

宮
考
録
」を
編
纂
予
定
で
あ
る
と
報
告
し
た
。

◆
募
財
部
会	

嶋
本
博
部
会
長
（
一
般
募
財
）

	

白
石
民
彦
部
会
長
（
氏
子
募
財
）

令
和
五
年
度
末
ま
で
の
募
財
状
況
を
報
告
。
一
般
募
財
は
次
年
度

中
に
目
標
額
を
達
成
さ
せ
る
と
の
意
気
込
み
を
示
し
た
。
氏
子
募

財
に
つ
い
て
は
難
し
い
世
情
で
は
あ
る
が
氏
子
区
域
内
全
戸
へ
の

お
願
い
が
欠
か
せ
な
い
と
述
べ
、
引
き
続
き
の
協
力
を
要
請
し
た
。

◆
広
報
部
会
・
名
物
企
画
委
員
会	

板
村
至
部
会
長

大
祭
ポ
ス
タ
ー
、
Ｐ
R
看
板
、
幟
旗
な
ど
を
製
作
の
報
告
し
た
他
、

「
一
万
人
裸
坊
奉
仕
を
目
指
し
て
」の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
の
結
果
を
報
告
し
、
鈴
木
宮
司
よ
り
羽
嶋
奉
賛
会
会
長
に
４

４
１
万
９
２
８
０
円
（
計
２
７
６
件
）の
目
録
が
贈
呈
さ
れ
た
。
続

い
て
中
村
元
彦
名
物
企
画
委
員
長
か
ら
は
、
大
祭
の
Ｐ
R
と
し
て

開
発
し
た
防
府
の
名
物
（T

O
PIC
S

参
照
）に
つ
い
て
報
告
し
た
。

◆
祭
典
部
会	

村
田
敏
夫
部
会
長

高
額
奉
賛
者
へ
の
返
礼
の
品
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年
に
改
修
し

た
拝
殿
幣
殿
を
支
え
て
い
た
部
材
を
デ
ザ
イ
ン
し
頒
布
す
る
予
定

で
あ
る
と
発
表
し
た
。

◆
事
業
部
会	

小
松
宗
介
部
会
長

全
十
二
事
業
の
工
程
表
を
示
し
、
中
で
も
表
参
道
整
備
事
業
、
勝

間
の
浦
の
整
備
事
業
、
賽
銭
箱
の
改
修
事
業
に
つ
い
て
概
要
を
報

告
し
た
。

◆
行
事
部
会	

山
根
耕
太
郎
部
会
長

前
回
・
前
々
回
の
大
祭
記
念
行
事
も
参
考
に
、
防
府
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
や
市
文
化
協
会
と
の
連
携
協
力
を
強
め
て
い
き
た

い
と
述
べ
た
。

第
二
回
総
会
開
催

御
神
忌
千
百
二
十
五
年

式
年
大
祭 

奉
賛
会

令
和
九
年
菅
原
道
真
公

四
月
二
十
四
日
、
総
裁
を
は
じ
め
ご
来
賓
と
し
て
池
田
豊
市

長
ご
出
席
の
も
と
、
奉
賛
会
役
員
、
総
代
、
奉
賛
会
会
員
等

六
十
五
名
に
出
席
頂
き
標
記
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
議

事
で
は
会
則
に
則
り
羽
嶋
会
長
が
議
長
を
務
め
議
事
が
進
め

ら
れ
、
奉
賛
会
を
構
成
す
る
六
つ
の
部
会
よ
り
一
年
間
の
事
業

活
動
と
今
後
の
予
定
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
会
計

報
告
と
監
査
報
告
が
行
わ
れ
全
員
の
拍
手
を
も
って
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

閉
会
後
は
岡
正
朗
先
生
に
よ
り
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
って
い
ま
し
た
。

各
部
会
報
告
は
以
下
の
通
り
で
す
。

TOPICS 「天神鱧
はも

」で式年大祭をPR
式年大祭をPRしようと、「天神鱧」を使用した３種類の新たな名物「はものま
ぜご飯の素」、「はものちらしずしの素」、「はもせんべい」を考案しました。
3月24日「さくら咲まつり」始祭にて御神前にまずお供えし、引き続き３品の
報道発表が行われました。その後参拝者に振る舞われ、その味に大人も子供
も大満足！取材に応じた「美味しい
かもー」と叫んでいたあの子の言葉が
「美味しいはもー」と聞こえたのは私
だけではないはず（笑）。現在、県内
の丸久アルク各店、空港、駅、道の
駅でも販売されています。見かけた
際はPRにご協力ください！近々「鱧
雑炊や鱧パイが登場するかもー！」

▲左より鈴木宮司、中村名物委員長、
　㈱井上商店 井上社長

▲製造は“しそわかめ”で有名な㈱井上商店（萩市）。
各商品の右上には大祭PRのロゴシールが貼られ
ている。
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〈
名
誉
会
員
〉

二
百
二
十
万
円

　
マ
ツ
ダ
㈱
防
府
工
場	

防
府
市
西
浦

百
五
十
万
円

　

堀
田
産
業
㈱	

防
府
市
国
衙

百
万
円

　
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
㈱	

防
府
市
新
田

　

㈱
森
國
工
務
店	

防
府
市
今
市
町

　

㈱
廣
政
鐵
工
所	

防
府
市
浜
方

　

上
田　

和
男	

防
府
市
平
和
町

　

三
田
尻
化
学
工
業
㈱	

防
府
市
浜
方

　

㈱
西
京
銀
行	

周
南
市
平
和
通

　

㈱
山
口
銀
行	

下
関
市
竹
崎
町

　

綱
川　

智
久	

東
京
都
港
区

〈
特
別
会
員
〉

五
十
五
万
円

　

上
山　

謙
一郎	

防
府
市
中
央
町

五
十
万
円

　

村
田
㈱	

防
府
市
浜
方

　

岸　

正
人	

防
府
市
上
天
神
町

　

大
英
産
業
㈱	

北
九
州
市
八
幡
西
区

　

吾
妻　

紀
彦	

守
谷
市
久
保
ヶ
丘

　
医
療
法
人
貴
和
会　

防
府
病
院	

防
府
市
高
井

　

㈱
キ
ャッス
ル	

防
府
市
宮
市
町

　

リ
ン
ザ
イ
㈱	

防
府
市
戎
町

　

岡
本　

早
智
子	

防
府
市
国
衙

　

菓
子
処
た
な
か
遊
花
堂	
防
府
市
迫
戸
町

〈
有
効
会
員
〉

三
十
万
円

　

山
口
紙
業
㈱	

防
府
市
宮
市
町

　
㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン　

防
府
工
場	

防
府
市
浜
方

十
万
円

　
レ
ン
ゴ
ー
㈱　

防
府
工
場	

防
府
市
浜
方

　

藤
井
汽
船
㈲	

防
府
市
牟
礼

　

藤
原　

政
彦	

山
口
市
徳
地

　

中
村　

隆	

防
府
市
天
神

　

岩
本　

邦
男	

防
府
市
伊
佐
江
町

　

小
河
原　

正
彦	

周
南
市
桶
川
町

　
㈱
は
ま
は
ら　

防
府
営
業
所	

防
府
市
駅
南
町

　

倉
員
祥
子
税
理
士
事
務
所	

防
府
市
下
右
田

　
㈱
ク
ラ
カ
ズ
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
ズ	

防
府
市
下
右
田

　

大
田　

知
美	

防
府
市
緑
町

　

尾
﨑　

重
雄	

防
府
市
岸
津

　

宮
本　

厚
子	

防
府
市
緑
町

　

光
友　

由
貴	

山
口
市
名
田
島

　

梶
山　

宏	

防
府
市
東
三
田
尻

　

山
﨑　

凱
千	

防
府
市
東
仁
井
令
町

　

吉
武　

晋
五	

防
府
市
戎
町

　

林　

善
明	

大
垣
市
熊
野
町

　

昭
和
パッ
ク
ス
㈱
防
府
工
場	

防
府
市
千
日

　

黒
川　

博
厚	

防
府
市
天
神

〈
正
会
員
〉

六
万
円

　

㈱
都
屋	

福
岡
市
中
央
区

五
万
円

　

吉
瀬　

勝
康	

防
府
市
東
松
崎
町

　

清
水　

壽
子	

防
府
市
岸
津

　

下
久
保　

百
合
子	

広
島
市
安
佐
南
区

　

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱　

イ
オ
ン
防
府
店

	

防
府
市
中
央
町

　

イ
オ
ン
防
府
店
同
友
店
会	

防
府
市
中
央
町

　

松
田　

民
三	

防
府
市
鈴
屋

　

三
戸　

昌
子	

山
口
市
徳
地

　

石
本　

孝
志	

熊
毛
郡
平
生
町

　

㈱
山
口
玉
ね
ぎ
本
舗	

防
府
市
新
田

　
㈱
イ
ズ
ミ　
ゆ
め
タ
ウ
ン
防
府	

防
府
市
八
王
子

　

貞
平　

友
子	

防
府
市
戎
町

　
ア
メ
リ
カ
ン
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
防
府
校

	

防
府
市
八
王
子

　

桑
原　
一朗	

防
府
市
国
分
寺
町

　

松
下　

文
二	

防
府
市
天
神

四
万
三
千
円

　

佐
波
中
昭
和
44
年（
20
期
）卒
業
生
有
志

三
万
円

　

三
島　

敬
史	

萩
市
椿
東

　

大
田　

栄	

防
府
市
今
市
町

　

吉
田　

昭
則	

防
府
市
田
島

　

小
阪　

時
則	

防
府
市
国
衙

　

藤
本　

豊	

横
浜
市
青
葉
区

　

立
市
町
内
会	

防
府
市
上
天
神
町

　

宮
本　

智
美	

廿
日
市
市
宮
内

　

田
中　

裕
志	

防
府
市
天
神

　

㈲
原
田
鉄
工	

久
留
米
市
田
主
丸
町

　

岡　

俊
明	

防
府
市
緑
町

　

清
水　

満
夫	

防
府
市
迫
戸
町

　

中
野　

正
子	

宇
部
市
東
岐
波

　

石
本　

令
江	

熊
毛
郡
平
生
町

　

片
山　

香
緒
里	

防
府
市
浜
方

　

㈱
大
林
商
会	

防
府
市
田
島

　

大
浜　

悟
史	
防
府
市
警
固
町

　

伊
藤　

雄
三	
防
府
市
松
崎
町

　

國
本　

泰
明	
防
府
市
松
崎
町

　

㈲
山
根
銃
砲
火
薬
店	

防
府
市
戎
町

以
上

講
師
　
岡お
か

　
正ま
さ

朗あ
き

先
生

（
山
口
県
立
大
学
理
事
長
、
奉
賛
会
顧
問
）

 
　
　「
地
方
大
学
の

現
状
と
未
来
」

記念
講演

「
菅
公
は
、
十
八
歳
に
し
て
中
央
集
権
国
家
に
お
け

る
官
吏
の
養
成
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
た
大
学
寮
に

学
ば
れ
た
」
と
述
べ
ら
れ
、
公
の
学
才
は
当
時
か
ら
遺

憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
人
口
減
少
問
題
に
触
れ
た
上
で
「
今
後
の

め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
の
変
化
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
デ

ジ
タ
ル
社
会
に
強
い
文
系
の
人
材
」
と
述
べ
ら
れ
、
県

立
大
学
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

菅原道真公
御神忌1125年式年大祭奉祝

令和6年限定 切り絵朱印
頒布のお知らせ

頒
布
初
穂
料
　
二
千
円

この切り絵朱印は令和９年まで毎年デザインを新たにして頒布
予定で、初穂料の一部は式年大祭奉賛金として納めさせてい
ただくこととなっております。

ひ
た
ぶ
る

権
禰
宜　

田
中
利
明

　

平
成
二
十
四
年
に
三
十
歳
で
帰
郷
、
天
満
宮
に
奉

職
し
、
早
く
も
干
支
が
ひ
と
回
り
し
た
。
こ
の
間
の

神
社
境
内
の
お
も
て
な
し
力
の
進
化
は
著
し
い
。

　

ま
ず
御
神
威
の
広
が
り
を
高
め
た
い
と
幣
殿
の

二
本
の
柱
が
撤
去
さ
れ
た
。
天
神
山
か
ら
酒
垂
神

社
を
表
参
道
に
遷
座
し
た
。
ま
た
表
参
道
に
は
天

と
て
屋
か
ふ
ぇ
を
は
じ
め
、
次
々
店
が
で
き
た
。

他
に
も
祈
願
受
付
所
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

ト
イ
レ
洋
式
化
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
、
天

満
宮
は
自
分
の
知
る
た
っ
た
十
二
年
で
こ
ん
な
に

も
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。

　

私
は
こ
の
よ
う
に
天
満
宮
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

が
防
府
の
ま
ち
の
発
展
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し

て
い
る
。

　

令
和
九
年
に
式
年
大
祭
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

天
満
宮
に
は
更
に
大
き
な
進
化
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
神
社
の
進
化
が
ご
神
徳
の
更
な
る
発
揚
と
、

ま
ち
の
益
々
の
発
展
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
大
祭

に
向
け
て
自
分
も
進
化
の
歯
車
の
一
つ
と
し
て
精

一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

御
神
忌
千
百
二
十
五
年
式
年
大
祭
御
奉
賛
状
況

御
奉
賛
有
難
う
存
じ
ま
す	

（
令
和
五
年
十
一
月
一
日
〜
令
和
六
年
四
月
三
十
日
現
在
・
正
会
員
以
上
・
敬
称
略
順
不
同
）

1125年
奉賛金の
お願い

奉賛金申込ご希望の方は、申込書
をお送り致しますので事務局まで
お知らせ下さい。
社頭でも受付ております。

社務所・御神忌1125年
式年大祭奉賛会事務局

〒747-0029
山口県防府市松崎町14-1
TEL	0835-23-7700
FAX	0835-23-7703
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我
が
国
の
石
垣
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
城
石
垣
と
し
て

大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
土
塁
が
中
心
の
山
城

で
し
た
が
、
地
域
の
中
心
部
に
平ひ

ら

城じ
ろ

や
平ひ

ら

山や
ま

城じ
ろ

が
築
か
れ
、
そ

の
多
く
は
防
御
を
兼
ね
て
高
石
垣
が
築
か
れ
ま
し
た
。
ま
た

農
業
の
発
展
等
に
伴
って
地
域
の
特
色
の
あ
る
棚
田
石
垣
も
造

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
高
石
垣
や
棚
田
石
垣
は
、
そ
の
地
域

で
産
出
す
る
花
崗
岩
、
安
山
岩
、
砂
岩
、
チ
ャ
ー
ト
等
の
野の

面づ
ら

石い
し

や
割
石
、
切
石
等
を
使
い
時
代
と
地
域
に
よ
って
さ
ま
ざ
ま

な
石
垣
が
築
か
れ
、
な
か
で
も
世
界
遺
産
の
姫
路
城
の
近
世
城

郭
の
美
し
い
高
石
垣
は
、
そ
の
代
表
と
し
て
多
く
の
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
防
府
天
満
宮
大
専
坊
の
石
垣
は
こ
の
よ
う

な
流
れ
を
汲
む
近
代
初
期
石
垣
で
す
（
写
真
１
）。

大
専
坊
は
、
境
内
の
南
西
部
に
位
置
し
、
背
後
の
天
神
山

一
帯
は
白
亜
紀
黒
雲
母
花
崗
岩
で
形
成
さ
れ
た
丘
陵
状
の
小

起
伏
山
地
と
な
って
い
ま
す
。

大
専
坊
石
垣
は
、
南
面
里
道
（
幅
員
九
十
セ
ン
チ
、
高
さ

約
一メ
ー
ト
ル
）
の
腰
石
積
が
あ
り
ま
す
が
、
地
盤
よ
り
比
高

差
約
五
メ
ー
ト
ル
の
雑ざ

つ

割わ
り

石い
し

谷
積
で
す
。
昨
年
六
月
下
旬
の

大
雨
に
よ
り
被
災
し
南
側
の
石
垣
の
中
央
付
近
が
大
き
く
崩

れ
ま
し
た
（
写
真
２
）。

県
指
定
史
跡

防
府
天
満
宮
大
専
坊
石
垣
の
修
復
に
向
け
て

大
専
坊
石
垣
に
つ
い
て

は
じ
め
に 

　
ー
我
が
国
の
石
垣
の
特
性
や
美
し
さ
ー

寄
稿

（
株
）都
市
景
観
設
計（
大
阪
市
）　

代
表
取
締
役　

奥お
く

村む
ら　

信し
ん

一い
ち

写真１　被災前の大専坊石垣（南面）

写真２　被災後の大専坊石垣（南面）

絵図２　明治２８年古社寺取調書草案 絵図１　明治18年３月「周防国宮市松崎神社細図」（個人蔵）
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石
垣
修
復
の
た
め
、
崩
落
し
た
積
石
の
状
況
や
土
砂
等
を

現
場
調
査
し
た
結
果
、
雑
割
石
を
用
い
て
裏
込
に
栗く

り

石い
し

等
が

使
わ
れ
て
い
な
い
石
積
で
、背
面
は
直
接
真
砂
土
の
盛
土
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
雑
割
石
の
石
材
寸
法

は
、
見
え
が
か
り
の
面
は
約
三
十
セ
ン
チ
内
外
、
奥
の
控
え
は

三
十
五
セ
ン
チ
内
外
、
石
質
は
花
崗
岩
で
す
。

大
専
坊
石
垣
が
築
か
れ
た
時
期
に
つい
て
、
天
満
宮
に
関
す

る
絵
図
資
料
や
古
写
真
等
に
よ
り
検
討
し
ま
す
と
、
絵
図
１

の
「
周
防
国
宮
市
松
崎
神
社
細
図
」（
明
治
十
八
年
三
月
）

に
よ
り
ま
す
と
、
明
治
十
八
年
当
時
、
大
専
坊
は
社
務
所
で
、

西
側
の
通
路
（
鈴
虫
坂
）
や
南
側
里
道
は
記
し
て
あ
り
ま
す

が
、
石
垣
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

絵
図
２
は
、
明
治
二
十
八
年
の
「
古
社
寺
取
調
書
」
の
元

に
な
っ
た
図
で
す
。
描
か
れ
た
景
物
は
ほ
ぼ
絵
図
１
と
同
様
で

す
が
、
大
専
坊
（
赤
色
枠
内
）
は
石
垣
が
描
か
れ
、
主
屋
の

屋
根
形
式
以
外
は
現
在
の
姿
に
近
い
。
ま
だ
本
社
正
面
の
石

垣
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
、
明
治
三
十
年
五
月
に

撮
影
さ
れ
た
古
写
真
（
下
段
参
照
）
に
添
え
ら
れ
た
書
き
取

り
に
よ
る
と
天
満
宮
の
石
垣
は
、
高
さ
六
間
（
約
十
二
メ
ー
ト

ル
）、
長
さ
三
十
六
間
（
約
七
十
二
メ
ー
ト
ル
）
の
大
規
模
な

石
垣
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。明
治
三
十
三
年
七
月
の
絵
図

（
絵
図
３
）「
周
防
国
宮
市
（
天
満
宮
）
松
崎
神
社
之
図
」

に
よ
る
と
、
本
社
正
面
の
石
垣
工
事
が
終
わ
り
、
ほ
ぼ
現
在

の
姿
に
な
って
い
ま
す
。

以
上
の
考
察
に
よ
り
大
専
坊
の
石
垣
は
本
社
正
面
の
石
垣

築
造
に
先
立
っ
て
明
治
二
十
八
年
ま
で
に
は
築
か
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

大
専
坊
跡
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
、
山
口
県
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の

石
垣
も
構
成
要
素
に
含
ま
れ
ま
す
。

石
垣
の
積
み
方
や
法
反
り
等
は
、
被
災
前
の
姿
に
修
復
す

る
こ
と
が
原
則
で
、
左
右
両
端
の
現
存
石
垣
と
も
摺す

り
付
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
石
垣
の
背
面
構
造
や
大
専
坊
を
含
め
た
天
満
宮
境

内
の
水
の
流
れ
等
を
十
分
に
把
握
し
、
さ
ら
に
石
垣
の
構
造

や
雨
水
排
水
検
討
を
進
め
、
近
年
の
集
中
豪
雨
等
に
対
し
て

も
よ
り
安
定
し
た
石
垣
構
造
を
担
保
し
つつ
、
史
跡
と
し
て
の

価
値
を
保
っ
た
石
垣
に
修
復
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

石
垣
被
災
前
に
、
大
専
坊
の
石
垣
正
面
の
写
真
や
立
面
図

等
の
記
録
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
石
垣
を
も
と
通
り
に
修
復

す
る
際
に
、
積
石
の
向
き
や
位
置
の
特
定
に
は
多
大
な
時
間

と
労
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
の
対
策
と
し
て
は
事
前

に
石
垣
の
立
面
写
真
記
録
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た

石
垣
等
に
孕
み
や
変
形
等
の
異
変
が
生
じ
て
い
な
い
か
、
定
期

点
検
も
重
要
で
す
。

大
専
坊
石
垣
の
修
復
に
つ
い
て

お
わ
り
に 

　
ー
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
ー

絵図３　明治33年「周防国宮市（旧号天満宮）松崎神社之図」 古写真　明治30年５月「石垣工事起工式」
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一
説
に
よ
る
と
禁
門
の
変
を
起
こ
し
た
春
に

も
人
生
最
後
と
な
る
花
見
を
天
神
山
で
行
っ
た

と
言
わ
れ	

＇
散
る
桜
残
る
桜
も
散
る
桜
＇

（
良
寛
和
尚
）
と
の
境
地
が
久
坂
に
京
都
へ
の

進
軍
を
決
意
さ
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
高
杉
晋
作
が
率
い
る
奇
兵
隊
は
、
防

府
に
駐
屯
中
こ
の
天
神
山
に
生
野
の
変
で
亡
く

な
っ
た
河
上
弥
一ら
を
慰
霊
す
る
た
め
の
招
魂

場
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
防
府
天
満
宮
を

選
ん
だ
理
由
は
記
録
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
杉

を
始
め
と
す
る
奇
兵
隊
は
大
変
天
神
様
を
崇

敬
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
天
神
様
と
同
様
に
自

分
た
ち
の
志
を
後
の
人
た
ち
が
評
価
し
て
く
れ

る
こ
と
を
天
満
宮
の
桜
に
念
じ
、
こ
の
天
神
山

に
招
魂
場
を
建
立
し
た
い
と
考
え
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
（
写
真
1
）。
残
念
な
が
ら
折

し
も
外
国
船
が
襲
来
し
、
急
遽
奇
兵
隊
は
下

防
府
天
満
宮
で
は
本
年
よ
り
「
合
格
お
め

で
と
う
」
と
お
花
見
を
重
ね
合
わ
せ
た
「
さ

く
ら
咲
ま
つ
り
」
を
新
た
に
開
催
し
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
菅
原

道
真
公
は
梅
と
共
に
桜
も
大
変
好
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
天
神
様
を
称
え
境

内
に
は
た
く
さ
ん
の
桜
が
植
え
ら
れ
、
江
戸

時
代
よ
り
多
く
の
方
々
が
お
花
見
を
楽
し
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
天
神
山
の
桜
で
す
が
、

古
文
書
を
紐
解
い
て
み
る
と
、
そ
の
桜
に
は
隠

さ
れ
た
意
外
な
浪
漫
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
で
は
そ
の
浪
漫
と
は
ど
ん
な

も
の
か
！
歴
史
の
扉
を
開
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

幕
末
の
志
士
で
あ
る
久
坂
玄
瑞
は
防
府
天

満
宮
の
天
神
山
で
花
見
を
し
た
こ
と
を
日
記

に
次
の
よ
う
に
残
し
て
い
ま
す
。

十
六
日　

	

・
・
・（
略
）・
・
・
是
日
快
々
、

午
後
上
天
神
山
見
櫻
花
、
暮
帰
、

有
人
来
報
、
江
戸
有
義
士
撃
殺
彦

根
老
奸
、
一
座
稱
呼
快
然
、
其
事

竟
不
確
、
皆
以
為
謬
傳
。

［
久
坂
玄
瑞
全
集
万
延
元
年
三
月
十
六
日
よ
り
（
抜
粋
）］

写真1　他の志士の日記にも天神山からの眺めは素晴らしかったとある。

関
に
転
陣
す
る
こ
と
に
な
り
天
神
山
の
招
魂
場

は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
奇
兵
隊
は

下
関
に
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
新
地
岡
の
原
に

招
魂
場
を
設
け
、
そ
こ
に
桜
を
植
え
て
そ
の
地

を
桜
山
と
称
し
ま
し
た
（
現
・
櫻
山
神
社
写

真
２
）。
ま
さ
に
天
神
山
招
魂
場
の
再
現
と
言

え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
防
府
天
満
宮
の
桜
に
は
志
士
た

ち
の
浪
漫
も
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
さ
く
ら

咲
ま
つ
り
」
を
楽
し
み
な
が
ら
防
府
天
満
宮
の

桜
浪
漫
に
浸
り
、
維
新
の
志
士
た
ち
も
歩
い
た

で
あ
ろ
う
防
府
天
満
宮
周
辺
を
散
策
す
る
の

も
、
天
神
様
の
御
神
徳
に
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
写
真
３
）。

防
府
天
満
宮
の　
　

浪
漫

桜

～
さ
く
ら
咲さ

く

ま
つ
り
～

写真２　 招魂場に植えられた桜が志士達を偲ぶように今でも毎
年咲き誇っています。（写真提供：櫻山神社）

写真３　 3月24日から4月7日にかけて開催した「さくら咲まつり」。開花は間に合い
ませんでしたが、3月30・31日の「食と花の祭典」は多くの人で賑わいました。
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令
和
6
年
（
神
社
挙
式
分
／
敬
称
略
）

2
月
23
日	

弘
中
　
宏
始
・
裕
子

3
月
3
日	

入
江
　
広
教
・
美
香

	
	

濵
　
　
義
人
・
慶
子

3
月
9
日	

山
本
　
竜
夫
・
悦
子

3
月
10
日	

山
田
　
城
・
美
貴

	
	

髙
橋
　
正
成
・
七
海

4
月
6
日	

大
田
　
宜
也
・
紗
織

	
	

岡
村
　
雅
和
・
昭
子

4
月
27
日	

国
重
　
亮
太
・
利
奈

4
月
28
日	

田
中
　
芳
親
・
望

5
月
5
日	

安
村
　
真
史
・
絵
梨
香

	
	

粟
田
　
光
則
・
麻
希

5
月
12
日	

藤
田
　
敏
也
・
亜
美

5
月
18
日	

中
富
　
祐
貴
・
小
百
合

	
	

前
田
　
卓
哉
・
泰
子

※�神前結婚式のお申込みは随時受付けておりますので、�
社務所へお問い合わせ下さい。（TEL0835-23-7700）

ご結婚おめでとう
お二人の末永いお幸せをお祈り致します

●
山
口
県
知
事
賞	

　
「
天
神
」	

宇
部
市　

秦は
た　

保や
す

博ひ
ろ

●
山
口
県
議
会
議
長
賞	

　
「
団
結
」	

大
阪
市　

三み

角す
み　

拓た
く

真ま

●
防
府
市
長
賞	

　
「
見
つ
め
る	

そ
の
先
は
…
」	

	

周
南
市　

福ふ
く

屋や　

重し
げ

臣と
も

●
防
府
商
工
会
議
所
会
頭
賞	

　
「
最
高
潮
」	

下
関
市　

黒く
ろ

木き　

丸ま
る

生お

●
防
府
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長
賞	

　
「
邪じ
ゃ

気き

の
御お

祓は
ら

い
」	

	

西
東
京
市　

松ま
つ

井い　

里さ
と

美み

●
防
府
天
神
祭
振
興
会
会
長
賞	

　
「
天
満
宮
ま
で
が
ん
ば
っ
た
ね
！
」	

	

防
府
市
田
島　

吉よ
し

野の　

由よ
し

惠え

（
敬
称
略
）

そ
の
他　

入
選
作
品　

三
〇
点

応
募
総
数　

一
四
五
点
（
応
募
者	

五
十
二
名
）

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

防府市高井　日
ひ

髙
だか

　つる代

題「青空のもとで奉納」
●防府天満宮賞

	

第
三
十
四
回（
令
和
五
年
）

天
神
お
ん
な
神
輿
写
真
コン
テ
ス
ト
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当
会
は
、
平
成
二
十
六
年
に
防
府
天
満
宮
で
の
奉
仕
活
動
を
通
し
て
、
日
本
の
文
化
・
伝

統
を
若
い
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
発
足
し
、
本
年
十
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
天
神
様
の
御
加
護
と
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
天
満

宮
の
ご
指
導
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

図
ら
ず
も
会
長
を
拝
命
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
の
一
年
半
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
振
り
返
り
ま
す
と
御
神
幸
祭
前
の
注
連
縄
奉
製
と
架
け
替
え
、
御
誕
辰
祭
（
夏
祭

り
）
花
火
大
会
の
警
備
を
中
心
に
活
動
し
、
会
員
同
士
の
繋
が
り
も
広
が
り
、
楽
し
く
ご
奉

仕
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
一
同
、
心
を
一
つ
に
し
て
諸
活
動
を
通
じ
て
、
親
睦
を
深
め
「
若
梅
会
」

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
指
導
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲注連縄架け替えを終えて（昨年）。前列左から２人目が岡会長

防
府
天
満
宮
青
年
部

「
若
梅
会
」

創
立
十
周
年
を
迎
え
て

岡  

　俊 

明

会

　長

祝

防府天満宮の注連縄づくりにご協力いただける方は防府天満
宮若梅会事務局へご一報いただければ幸せます。（担当：峯）

新規会員募集!!

菅公が愛した〝梅〟と〝若い力で天満宮を支える〟との願いが込
められている。

「若梅会」とは…



を
斎
行
。
数
え
三
歳
で
夭
折

さ
れ
た
明
治
天
皇
の
第
十
皇

女
貞
宮
多
喜
子
内
親
王
の
御
養
育
係
で
あ
っ
た
楫
取
素
彦
男
爵

が
当
宮
に
遙
拝
所
を
建
立
し
下
賜
さ
れ
た
遺
品
を
納
め
ま
し

た
。
こ
の
祭
典
は
毎
年
ご
命
日
に
こ
の
場
よ
り
遙
か
遠
く
に
お

鎮
ま
り
に
な
る
貞
宮
の
御

神
霊
を
拝
み
お
慰
め
す
る

も
の
で
す
。
式
に
は
楫
取

男
爵
玄
孫
の
小
田
村
初

男
・
小
田
村
直
昌
両
氏
、

会
員
の
皆
様
に
ご
参
列
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年

よ
り
楫
取
素
彦
顕
彰
会
会

長
は
毛
利
報
公
会
会
長
の

毛
利
元
敦
氏
に
替
わ
り
楫

取
男
爵
玄
孫
の
楫
取
能
彦

氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

天
神
様
の
冬
か
ら
春

（
令
和
六
年
一
月
～
五
月
）

毎
月
１
日
、
15
日
、
25
日
は
月
次
祭

　

毎
月
１
日
は
朔つ
い

日た
ち

詣
り
（
朝あ
さ

粥が
ゆ

会
）

　

毎
月
25
日
は
天
神
市
（
縁
日
）、
神
道
家
月
次
祭
ま
ほ
ろ
ば
か
ふ
ぇ

１
月
１
日	

歳
旦
祭

	

１
～
３
日	

書
き
初
め
会
、
梅
茶
接
待

	

１
～
８
日	

天
神
お
ん
な
神
輿
写
真
展

	

４
～
６
日	

初
詣
企
業
参
拝
を
参
集
殿
神
殿
に
て
斎
行

	

５
日	

釿
始
式

	

６
日	

梅
開
花
宣
言

	

７
日	

七
草
粥
の
会
（
於
参
集
殿
神
殿
）

	

８
日	

弓
始
式

	

10
日	

鳥
取
空
港
受
験
合
格
祈
願
大
絵
馬
設
置

	

11
日	

米
子
空
港
受
験
合
格
祈
願
大
絵
馬
設
置

	
	

（	

12
月
21
日
山
口
宇
部
空
港
・
岩
国
錦
帯
橋
空
港
受
験

合
格
祈
願
大
絵
馬
設
置
）

	

11
日	

貞
宮
遙
拝
式

	

18
日	

敬
神
婦
人
会
役
員
会

	

21
日	

牛
替
神
事
奉
仕
抽
籤
児
童
説
明
会

	

25
日	

月
次
茶
会
表
流
稲
田
宗
専
先
生
ご
奉
仕

	

26
日	

新
年
役
員
会

	
27
日
～
28
日	

福
豆
頒
布
総
代
奉
仕

	
30
日	

萩
市
江
崎
さ
さ
え
隊
27
名
様
正
式
参
拝

	
31
日	

牛
替
え
神
報
新
聞
折
込

２
月
２
～
３
日	

節
分
祭
並
第
一
一
三
回
牛
替
神
事

	

３
日	

	

歳
男
歳
女
開
運
招
福
豆
ま
き
並
奉
告
祭
、
抽
籤
児
童
奉

告
祭
、
責
任
役
員
就
任
奉
告
祭

	

４
～
10
日	
牛
替
神
事
福
運
者
当
籤
番
号
券
景
品
引
換

	
	

（
４
～
５
日
景
品
交
換
総
代
奉
仕
）

	

６
日	

山
形
県
山
形
市
十
文
字
天
満
神
社
８
名
様
正
式
参
拝

	

９
日	

牛
替
神
事
神
牛
当
選
奉
告
祭
・
神
牛
引
き
渡
し
式

	

10
日	

第
48
回
防
府
お
針
祭

	

11
日	

紀
元
祭
、
人
形
感
謝
祭
人
形
受
付
開
始
（
２
月
29
日
迄
）

	

12
日	

	

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
「
防
府
天
満
宮
裸
坊
祭
１
０
２
０
年

の
伝
統
を
未
来
の
子
供
た
ち
へ
繋
げ
よ
う
」終
了
達
成

	

14
日	

出
世
梅
奉
製
作
業
総
代
奉
仕

	

18
日
～
３
月
５
日　

	

第
十
九
回
梅
ま
つ
り
（
期
間
中
土
日
敬
神
婦
人
会
甘
酒

接
待
）

	

18
日	

梅
ま
つ
り
始
祭
稚
児
舞
紅
わ
ら
べ
奉
納
、
出
世
梅
無
料
配
布

	

23
日	

幸
せ
写
し
隊
着
物
モ
デ
ル
撮
影
会

	

23
～
25
日	

	

脇
本
順
子
作
陶
展
、
平
井
佳
代
布
小
も
の
作
品
展
、
手

作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ーO

.Lei

～
ア
ナ
タ
ニ
ハ
ナ
ヲ
～

	

24
～
25
日	

	

池
坊
防
府
支
部
奉
納
生
花
展
、
櫻
園
山
城
屋
茶
舗
京
の

陶
磁
器
展

	

25
日	

	

梅
花
祭
稚
児
舞
紅
わ
ら
べ
奉
納
、
出
世
梅
無
料
配
布
・

山
縣
酒
造
梅
酒
試
飲
会
、
梅
ま
つ
り
茶
会
表
流
令
月
会

ご
奉
仕
、
萌
え
ぎ
会
琴
演
奏
会
、
天
神
芸
術
村
開
催

奉
納
品�

ご
奉
納
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
月
１
日　

清
酒「
貴
」薦
樽
・
一
升
十
本	

永
山
本
家
酒
造
場
様

２
月
８
日　

米
一
俵	

	

原
田
正
様
・
京
子
様

２
月
13
日　
「
紅
梅
の
塔
」銘
板	

岡
本
龍
義
・
二
郎
様

２
月
18
日　
「
出
世
梅
酒
」　

四
合
二
十
四
本	

㈱
山
縣
本
店

※

幸
せ
ま
す
は
山
口
の
方
言
で「
あ
り
が
た
い
」「
嬉
し
く
思
う
」と
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

を
斎
行
。
当
日
は
生
憎
の

雨
模
様
で
し
た
が
、
歳

男
・
歳
女
に
よ
る
「
開
運

招
福
豆
ま
き
」は
多
く
の

参
拝
者
が
訪
れ
境
内
は
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

牛
替
神
事
で
は
本
年
よ

り
式
年
大
祭
奉
賛
会
羽
嶋

▲ 前列右より小田村直昌様、小田村初男様、宮司、
　毛利前会長、楫取会長

貞
宮
遙
拝
式

節
分
祭

牛
替
神
事

は
本
年
19
回
目
を
迎
え
、
二
十
五
日

の
梅
花
祭
で
は
池
坊
防
府
支
部
様
の

ご
奉
仕
に
よ
り
紅
梅
白
梅
が
御
神
前
に
供
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
祭
典
で
は
、
稚
児
た
ち
に
よ
る
稚
児
舞
「
紅
わ
ら
べ
」を

奉
納
し
、
御
神
霊
を
お
慰
め
致
し
ま
し
た
。

梅
ま
つ
り
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29
日	

	

神
道
家
ま
ほ
ろ
ば
会
研
修
旅
行
20
名
参
加
（
別
府
市
八

幡
朝
見
神
社
）

３
月
１
日	

人
形
感
謝
祭
、
節
分
祭
牛
替
神
事
発
展
会
議

	

１
～
５
日	

人
形
里
親
探
し

	

３
日	

出
世
梅
無
料
配
布
、
敬
神
婦
人
会
甘
酒
接
待

	

４
日	

責
任
役
員
会
、
大
石
段
修
復
工
事
開
始

	

７
日	

一
一
二
五
年
式
年
大
祭
奉
賛
会
広
報
部
会
名
物
企
画
委
員
会

	

11
日	

	

太
宰
府
市
太
宰
府
天
満
宮
崇
敬
会
田
主
丸
連
合
会
８
名

様
正
式
参
拝
、
大
専
坊
南
側
石
垣
修
復
工
事
開
始

	

15
日
～
５
月
15
日　

合
格
御
礼
奉
告
祭

	

16
日	

	

市
道
「
プ
リ
ズ
ム
ス
ト
リ
ー
ト
」開
通
式
で
天
神
お
ん

な
神
輿
渡
初
め
奉
仕

	

18
日	

一
一
二
五
年
式
年
大
祭
奉
賛
会
広
報
部
会
名
物
企
画
委
員
会

	

19
日	

勝
牛
杯
氏
子
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

	

20
日	

春
季
祖
霊
大
祭
、
桜
開
花
宣
言

	

21
日	

総
代
会

	

24
日	

	

さ
く
ら
咲
ま
つ
り
始
祭
、「
防
府
の
名
物
」記
者
発
表
・

調
理
実
演
会
並
び
試
食
会
（
於
紅
梅
殿
）、
茶
筌
祭
並
華

月
会
茶
会

	

25
日	

春
祭

	

28
日	
	

一
一
二
五
年
式
年
大
祭
奉
賛
会
事
業
委
員
会
、
御
旅
所

工
事
合
同
会
議

	

30
～
31
日	

	

さ
く
ら
咲
ま
つ
り
食
と
花
の
祭
典
（
於
天
神
山
公
園
大

駐
車
場
）

	

31
日	

御
神
忌
一
一
二
二
年
御
正
祭

４
月
１
日	

新
入
学
児
童
勧
学
大
祭
稚
児
舞
紅
わ
ら
べ
奉
納

	

５
日	

	

防
府
音
楽
祭
ス
プ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
文
化
財
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
（
参
集
殿
）

	

６
日	

菊
花
会
総
会
並
正
式
参
拝

	

７
日	

天
神
芸
術
村
開
催

	

９
日	

式
年
大
祭
監
査
役
会
、
裸
坊
責
任
者
会
議

	
10
日	

北
九
州
予
備
校
１
０
０
名
合
格
祈
願
祭

	
11
日	

福
岡
県
筑
紫
野
市
筑
紫
神
社
総
代
会
18
名
様
正
式
参
拝

	
15
日	

一
一
二
五
年
式
年
大
祭
実
行
委
員
会

	

17
日
～	

	

第
12
回
防
府
天
満
宮
大
石
段
花
回
廊
約
７
０
０
鉢
設
置

（	

５
月
６
日
ま
で	

期
間
中
花
ガ
ラ
摘
み
等
奉
仕
：
敬
神

婦
人
会
、
防
府
商
工
高
校
、
佐
波
中
学
校
）

	

17
日	

�
防
府
音
楽
祭
ス
プ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

�
�

文
化
財
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
春
風
楼
）

	

21
日	

	

酒
垂
神
社
例
祭
、
毛
利
家
春
祭
、
大
小
行
司
同
族
会
正

式
参
拝
並
評
議
員
会

	

24
日	

一
一
二
五
年
式
年
大
祭
奉
賛
会
第
二
回
総
会

	

27
日	

台
湾
嘉
義
縣
職
員
２
名
賽
銭
箱
打
合
せ
来
宮

５
月
１
日	

崇
敬
会
大
祭
並
崇
敬
会
総
会

	

６
日	

花
回
廊
プ
ラ
ン
タ
ー
販
売

	

12
日	

大
小
行
司
同
族
会
総
会

	

15
日	

	

神
仏
合
同
奉
仕
金
鮎
祭
、
金
鮎
祭
奉
祝
茶
会
裏
千
家
高

橋
宗
正
先
生
ご
奉
仕
、
勝
間
の
浦
御
旅
所
整
備
工
事
安

全
祈
願
祭

	

16
日	

敬
神
婦
人
会
総
会

	

23
日	

会
計
監
査

	

26
日	

防
長
海
軍
忠
魂
碑
慰
霊
祭
並
奉
納
剣
道
大
会

	

31
日	

梅
ち
ぎ
り

責
任
役
員

　
　
光
永
　
治
　（
六
行
事
区
）	

二
月
三
日
付

境
内
清
掃
奉
仕
等�

ご
奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
月
４
日	

	

松
崎
小
学
校
六
年
生
様

４
月
26
日
他	

敬
神
婦
人
会
様

４
月
28
日
他	

佐
波
中
学
校
様

５
月
７
日
他	

高
川
学
園
高
等
学
校
様

秀
一
会
長
の
ご
協
賛

に
よ
り
大
祭
Ｐ
Ｒ
に

と
記
念
の
鬮
（
梅
木

植
樹
）が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
注

目
の
「
神
牛
役
」に

は
小
学
五
年
生
が
当

選
し
話
題
に
な
り
ま

し
た
。

を
開
催
。
防
府
市
で
は
プ
ロ
奏

者
に
よ
る
講
習
会
を
行
い
、
若

手
演
奏
者
を
育
て
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
文
化
財
と
音
楽
と

を
愉
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い

う
事
で
、
今
回
は
春
風
楼
で
演

奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲神くじ「仁のくじ」
　令和6年御神幸大祭「神牛役」
　福原岬輝氏（防府市在住）

▲ 直
ひた

垂
たれ

姿の宮料理人中島英晶氏（日本料理「中しま」社
長）が平安時代の食事を御神前にお供えし、御神霊を
お慰め致しました。

▲ 今年は花が持つ本来の色彩や香りを楽しんで頂
くため「花～癒し～」をテーマに展示されました。

▲ 周防国分寺福山住職より宮司へ伝供される若鮎。

新
任
の
ご
紹
介
（
敬
称
略
）�

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

さ
く
ら
咲
ま
つ
り
（
Ｐ
8
参
照
）

文
化
財
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

御
神
忌
一
一
二
二
年�

御
正
祭

第
十
二
回
大
石
段
花
回
廊

神
仏
合
同
奉
仕

金
鮎
祭
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令和６年　夏・秋　これからの祭事行事令和６年　夏・秋　これからの祭事行事

十
三
時
〜

　禍
除
祈
願
祭

十
四
時
〜

　御
田
植
祭

　
　
　
　
　並
び
に
輪
く
ぐ
り
神
事

十
六
時
〜

　夏
越
大
祓

六
月
三
十
日（
日
）

▲輪くぐり神事
※同封の案内状をご覧いただき
　ご参加ください。

※

御
田
植
祭
終
了
後
、
苗
は
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。
そ
の
際
は

ご
自
身
で
お
取
り
頂
き
ま
す
。

▲御田植神事

鈴
虫
放
生
祭(

防
府
野
村
望
東
尼
会
共
催)

九
月
上
旬

平
成
二
十
八
年
（
野
村
望
東
尼
没
後
百
五
十
年
）
か
ら
縁
あ
る
大
専
坊
に
て
望
東
尼
の
御
神
霊
を
お
慰
め
す
る
と
共
に
望
東
尼
の

顕
彰
と
鈴
虫
坂
の
由
来
と
な
っ
た
鈴
虫
を
放
生
し
て
お
り
ま
す
。

※
鈴
虫
坂
…
境
内
西
側
の
坂
の
通
称
。
勤
王
の
母
と
呼
ば
れ
た
望
東
尼
が
戦
勝
祈
願
の
為
に
大
専
坊
を
訪
れ
た
際
、
美
し
い
鈴

虫
の
音
色
を
聞
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

歴
史
館
特
別
展

「
生
誕
一
八
○
年

　山
田
顕
義
展
」
四
月
二
十
五
日
〜
十
月
三
十
一日

山
田
顕
義
は
長
州
藩
士
で
吉
田
松
陰
に
師
事
し
、
高
杉
晋
作
や
久
坂
玄
瑞
と
共
に
尊
王
攘
夷
運
動
に
奔
走
。
御
堀
耕
助
・
品

川
弥
二
郎
ら
同
志
と
御
楯
隊
（
の
ち
整
武
隊
）
を
結
成
、
三
田
尻
（
現
在
の
防
府
市
）
に
駐
屯
。
岩
倉
遣
外
使
節
団
に
加
わ

り
渡
米
し
、初
代
司
法
大
臣
と
し
て
法
典
整
備
に
尽
力
し
ま
し
た
。現
在
の
日
本
大
学
や
國
學
院
大
學
の
学
祖
で
も
あ
り
ま
す
。

本
年
生
誕
一
八
○
年
の
節
目
に
こ
の
度
の
展
示
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〜
大
行
司
・
小
行
司
役
が
御
神
幸
祭
の
無
事
斎
行
を
祈
る
〜

だ
い
ぎ
ょ
う
じ

こ 

ぎ
ょ
う
じ

花
神
子
社
参
式

十
月
十
三
日（
日
） 

十
月
第
二
日
曜
日

大
行
司
・
小
行
司
役
が
醸
し
た
一
夜
御
酒
を
花
神
子
を
し
て
奉
献
す
る
社
参
の
式

で
あ
り
、
約
五
〇
〇
名
に
も
及
ぶ
優
美
な
時
代
行
列
が
本
陣
か
ら
社
殿
ま
で
粛
々

と
進
み
ま
す
。

大
祓
詞
浄
書
会（
四
回
開
催
予
定
）

十
二
月
九・十・十
一・十
二
日

※

同
封
の
短
冊
に
お
願
い
事
を
書
い
て
ご
奉
納

く
だ
さ
い
。神
職
、巫
女
が
竹
笹
に
結
び
願
い

が
叶
う
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

祭
事
予
定

七
夕
ま
つ
り

七
月
一日（
月
）〜
七
日（
日
）

七
月
一
日
〜
七
日

　回
廊
内
笹
飾
り
、
光
の
斎
庭

　
　六
日

　七
夕
茶
会

　他

　
　七
日

　七
夕
祈
願
祭
（
祈
願
料
三
、〇
〇
〇
円
）、

　
　
 

筆
ま
つ
り
・
七
夕
書
道
展
表
彰
式
、

　
　
 

ひ
こ
ぼ
し
★
お
り
ひ
め
コン
サ
ー
ト
他

　

▲光の斎庭（傘玉）

祭
事
行
事
予
定

御
誕
辰
祭

八
月
三
日（
土
）〜
五
日（
月
）

八
月
三
日
〜
五
日

 万
灯
の
夕
べ
、
献
灯
・
文
芸
ボ
ン
ボ
リ
・
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン 

他

 

三
日

 奉
納
清
書
展
奉
納
奉
告
祭
並
表
彰
式
、
万
灯
祭
、
剣
道
大
会

 

四
日

 豊
穰
祈
願
祭
、古
武
道
大
会
、柔
道
大
会
、夫
婦
円
満
祈
願
祭

 

五
日

 御
誕
辰
祭
当
日
祭
、
少
年
剣
道
大
会
、
弓
道
大
会
、

　
　
　
　
　
　
　
 大花
火
大
会

〜
御
祭
神
「
菅
原
道
真
公
」
の
お
誕
生
日
を
お
祝
い
す
る
お
祭
り
〜

十
一
月
二
十
三
日（
土・祝
） 

十
一
月
第
四
土
曜
日

御
神
幸
祭（
裸
坊
祭
）

〜
菅
公
に
「
無
実
の
知
ら
せ
」
を
お
伝
え
し
御
心
を
お
慰
め
す
る
壮
大
な
お
祭
り
〜

　
　
　二
十
四
日（
日
）

報
賽
祭（
天
神
お
ん
な
神
輿
奉
納
）

ほ
う
さ
い

さ
い

▲勝間の浦へ向かう
　数千の裸坊たち

▲子ども会や個人・団体での
　参加もお待ちしております。

▲勝間の浦での浜殿神事

一万
人
裸
坊
奉
仕
を
目
指
し
て
！！

　裸
坊
・
天
神
お
ん
な
神
輿
奉
仕
者
募
集
中
！

詳しくはホームページをご覧ください。

ご
奉
納
頂
け
る
方
に
は
要
項
を
お
送
り
致
し
ま
す
の
で
、
社
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

御
誕
辰
祭
献
灯
ボ
ン
ボ
リ
奉
納
の
お
願
い
（
一
灯 

三
、〇
〇
〇
円 

）

受
付
場
所:

客
殿

初
穂
料:

五
千
円

▲献灯ボンボリ
▲大花火大会

～四季の移ろ
い・

　　祭典模様
・お知らせ～
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